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　「堅しろう」は早生で、九州地域の一般品種

「さがほのか」より開花始めが7日早く、収穫

始めは9日早い11月27日前後で、夏秋期が高温

であっても年内の安定出荷が可能です。4月ま

での栽培期間を通じた収量は「さがほのか」と

同程度になります。

「堅しろう」は甘い品種で、果実の糖度が「さ

がほのか」や「かおり野」と比べて高いです。

また、「さがほのか」や「かおり野」より果実

が硬く、日持ち性に優れ、長距離輸送が可能で

す。

　特徴である果実の硬さを表す「堅（けん）」

と4つの共同育成機関にちなんだ「し（4）」を

組み合わせて「堅しろう」と命名し、2024年に

品種登録出願しました。地域の公設農業試験場

と共同で育成された品種ですが、利用許諾先や

国内栽培地域の制限はありません。複数の地域

で選抜されたため、暖地～温暖地での広域的な

普及が期待され、2024年秋から鳥取県内におい

て栽培が始まりました。将来的には中国・九州

地域を中心に30haの普及を目指しています。今

後も、将来の気候変動に適応できるよう、高品

質な早生新品種の育成を進めていく予定です。

早生・高糖度で果実が硬いイチゴ新品種

「堅しろう」

研究の背景と育成の経緯
　冬から春にかけて出荷されるイチゴ促成栽

培では、近年の夏秋期の高温化によって、育

苗中の花芽の分化が遅れ、クリスマスシーズ

ンを含む年内出荷が不安定となっています。

その対策として早生品種の導入が効果的です

が、生産現場では早生性に加えて、食味や輸

送に耐える果実の硬さなど優れた果実品質も

必要とされます。そこで、九沖研では、2016

年度から複数の県と共同育種を開始し、早生

で果実品質が優れるイチゴ新品種の育成を目

指しました。

　「堅しろう」は、早生品種「かおり野」と

多収品種「章姫」を交配した育成中の系統を

父に、果実品質に優れる鳥取県育成品種「と 

っておき」を母とした人工交配を2016年に行

い、複数の地域にある研究機関での共同選抜

を経て有望系統として選ばれました。

品種名の由来と今後の普及の見込み 

▲図　「堅しろう」の果実
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新品種「堅しろう」の特徴

　主食用米の国内需要量は、近年10万トン/年

のペースで減少しています。このような傾向

の中で、わが国の食糧生産の基盤である水田

を守るために、コメの利用の多角化（新規需

要米：米粉用・飼料用等）が図られてきまし

た。

　新規需要米の生産にあたっては、外国稲な

どから多収性を導入した品種が「多収品種」

として選定され、その作付けが推進されてい

ます。「多収品種」は一般品種より収量性が

高いため、収量当たりの生産コストが低減で

きます。その一方で、肥料の過度な投入によ

り、病虫害や倒伏の発生が増加することが知

られており、収量の減少や病虫害防除コスト

の増加、作業効率の低下が問題となることが

あります。そこで、2023年に、耐病性が優

れ、倒れにくい多収の新品種「あきいいな」

を育成しました。
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耐病性が優れ、倒れにくい、安定生産が可能な

新規需要米向き新品種「あきいいな」

はじめに 「あきいいな」の特性

（くろき　まこと）

　水稲の主要な病害である、いもち病に対す

る「あきいいな」のほ場抵抗性は、葉いもち

“かなり強”、穂いもち“やや強”です

（表）。また、縞葉枯病には“抵抗性”で

す。耐倒伏性は“やや強”です (表)。

　多肥条件における粗玄米重は669kg/10aで、

九州の主要な主食用米品種である「ヒノヒカ

リ」より約20％多いです（表）。

　九州北部において普通期栽培をした場合、

出穂期、成熟期は「ヒノヒカリ」とほぼ同様

のため、「ヒノヒカリ」と同じく温暖地の平

坦部および暖地での栽培に適しています。

　「あきいいな」は、2024年産から「多収品

種」に選定され、飼料用米生産に利用する際

には、一般品種よりも手厚い助成が受けられ

ます。2024年産から山口県内で普及が始まっ

ているほか、関東～九州の6県8カ所で奨励品

種決定調査に供試されており、さらなる普及

拡大が期待されます。

「あきいいな」の普及に向けて 
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表  移植栽培における品種特性の比較

▲図　「あきいいな」の株標本

注）左から「あきいいな」，

「ホシオアバ」，「ヒノヒカリ」
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